
 

 

 

        図 1．GLP-1 の作用 
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 食事をしてブドウ糖やアミノ酸が小腸に到達すると、小腸から

インクレチンという消化管ホルモンが分泌さます。GLP-1

（glucagon-like peptide 1）はインクレチンの一つで、膵臓の

β細胞にある GLP-1 受容体と結合してインスリン分泌を促し、

血糖値を下げる働きをします（図 1）。GLP-1 は DPP-4 という

酵素によって速やかに分解されてしまうため、分解を阻止するた

めに作られたのが DPP-4 阻害薬であり、DPP-4 で分解されに

くくしたのが GLP-1 受容体作動薬です。血糖値が上昇したとき

のみにインスリン分泌を増やすため、単独で使用する場合には低

血糖を起こしにくいことが特徴となります。 

 

 GLP-1受容体作動薬は2010年に皮下注製剤として初めて発

売され、2013 年からは週 1 回製剤、そして 2021 年には経口

製剤（リベルサスⓇ、かわら版 No23，50 参照）、そして本年 4

月に GIP（グルコース依存性インスリン分泌刺激ポリペプチド）

受容体と GLP-1 受容体に同時に作用するチルゼパチドが発売さ

れています。さらに、本年 1 月に肥満症を適応としたセマグルチ

ド（商品名；ウゴービ皮下注）の製造販売が承認されに至ってい

ます（図 2）。 

 

２型糖尿病治療薬として開発された GLP-1 受容体作動薬は、脳に

働いて食欲を抑え、胃に働いて胃の働きを抑える（食べてすぐに満

腹を感じる）ことで体重減少をもたらすことから、肥満症治療薬と

しての開発もすすめられ、最近にはセマグルチドが肥満症治療薬（ウ

ゴービ皮下注）として製造販売承認を受けるに至っています。 

しかし、以前から GLP-1 製剤の体重減少作用に注目して、美容・

痩身・ダイエットなどを目的とした適応外使用が増えていることが

問題となっておりました。このようなこともあって、最近では GLP-

1 製剤の在庫不足の事態となり、厚生労働省では７月２８日に事務

連絡「GLP-1 受容体作動薬の在庫逼迫に伴う協力依頼」を通知して

おります（右図）。 

この事務連絡を受けて、日本薬剤師会は各都道府県薬剤師会に対

して、患者の治療に支障が生じないように買い込みを厳に控えるこ

とや、処方医との連携や、必要に応じて薬局間で在庫を融通するな
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＜ 最近の話題 ＞           GLP-1製剤の在庫逼迫について 

＜ 最近の話題 ＞       2型糖尿病治療薬GLP-1作動薬の次の進歩（肥満症治療薬） 

図 2．国内における GLP-1 受容体作動薬の発売状況（日経メディカル，2023 年 2 月 10 日号から転用） 


